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竹富方言の基礎語彙

---分野３，植物一

著者：加治工真市

話者：河上親雄氏（大正３年１月２日生）

本分野の方言資料は、すべて河上氏の御協力によるものである。記して

深く感謝申し上げる。

｢アー［｢?ax］（名）あわ（粟)、竹富では昔はたくさん作っていた。種取祭には欠かせない穀

物。今でも屋敷内によく作っている。糯粟が多く作られる。種取祭に用いられるのもモチ

粟である。ムッチャ［mut｢tla］（糯粟)。

｢アーサ［｢?axsa］（名）あおのり（青海苔)、あおさ科の海藻。浅い海の珊瑚礁の岩場に生え

る。食用になるものと、食用にならないものがある。北の海岸と、港から東の方の浅瀬や、

西の海岸でとれる。遠浅の海岸の岩に生えている。

ア｢ダ'ニウ｢ラ［?a｢da1ni?u｢ra］（名）あだん（阿檀）タコノキ科の常緑低木。葉には鋭い刺

がある。戦前は、この葉を利用してパナマ帽を作った。子供は、この葉を裂いて風車を作っ

て遊んだ。また、この葉を裂いて筵を編んで用いた。気根からは強力な繊維がとれ、これ

を利用して縄をなったり、細縄で野外用の物入れ（ハンドバッグ）を編んだ。

アシ｢コプン［?ak｢ko-1U］（名）いも。「赤いも」の義か。アシ「コプンナー［?ak｢ko-1nnax］は

幼児語、「おいも｣の意。［｢naz]は美称の指小辞。「ン[｢?n］（いも）ともいう。「ミシチャー

［｢miljtlaz］（三月で実が完熟するイモのこと）竹富で栽培されたイモは、この種が多い。

味はないが、大きく成長しやすいので、好んで作られた。

｢インバムトゥ［｢?imbamutu］（名)力草。オヒシバの異名。雑草で、強力な根を張り、生命

力が強い。畑や道端に自生し、踏まれても枯れない。「インバムトゥヌドゥムイー'ラー［

「?imbamutunudumuilrax］（力草が生えている）

｢ウイ［｢?ui］（名）うり（瓜)、野菜の一種。「マー１－ウイ［｢malxui］（まうり、まくわうり）

は酢の物などにしてよく食べた。「キューリ［｢kjuzri］（胡瓜）は近年になって作られるよ

うになった。以前は｢マー１－ウイしかなかった。

ウ｢テイルン[?u｢tiruU］（動)落ちる。ものが落下する。散る。ウ｢ティー|ドゥラ[?u｢ti1durax］

（落ちている)、ウ｢チッ’夕一[?u｢tIit-ltax］（落ちた)ハ｢ナー'ヌドゥウッ「ティー'ラー[ｈａ

「na~lnudu？ut｢ti-lrax］（花が散る)。

ウヤッタ｢ラPujatt，a｢ra］（名）上、上の方。
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｢エンドー［｢jendox］（名）えんどう（碗豆)。サ｢ヤマメ［sa｢jamame］という。新しく入っ

てきた作物。

オ｢カボ［?o｢kabo］（名）陸稲。昔は作っていたが、今はない。しばらく作っていた。

｢オッサニ［｢?OSS証］（名）「青い草」の義で、芝生のこと。「小さい草」の意。

「オッー1サーヌドゥ「ムイ１ラー[｢?Cs~lsamudu「muilraz］（青草が生えている。芝生が生

えている)。

ガ｢ジコーネ［ga｢d3o-lxne］（名）がじまる。椿樹。

ガ｢ジョプーネヌキー［ga｢d3o-lZnenukix］（がじまるの木、椿樹）ともいう。

カジ｢ラ［kad3iFra］（名）かずら（葛)。つる草のこと。「ン－１ヌカジ｢ラ［｢nzlnukad3i

「ra］（いもの葛、いもかずら)。

力｢ニフ［ka｢ni①u］（名）ぶどう（葡萄)。野葡萄。野生の野葡萄が自生している。力｢ニプフ

ヤヤー「デージッー|ティーア「ジヌアリッー1ティーマータンドゥラ_［ka｢ni-1

のujajex「dexd3it-1tix？a｢d3inu？arit-1tix「malzttandurax］（野葡萄は大変味があって、

おいしかった)。

力｢ブチヤ［ka｢butIa］（名）かぼちゃ（南瓜)。とうなす。竹富島では、野菜類はその「はし

り」を出した。石垣島が近く、市場に出すのに便利であった。現在は専業農家がなく、屋

敷内の畑で自家用に生産される程度である。ム｢カー'シヤーヤ｢サイ’ヌン｢ジ'ハジメ

ヤー「テー１ドウンデツタナツテイヤー［ｍｕ｢kallijaxja｢sailnun｢d3i-lhad3imejax

「tex~ldundett，anatt,ijgx］（昔は、野菜の出はじめは竹富島であった)。

力「リバー[ka｢ripax］（名）「枯れ葉｣の義。おちば(落ち葉)のこと。力「リパーヌドゥー’ウ

「ティブラー［ka｢ripaxnudul？u｢ti-1rax］（枯れ葉が落ちている）

力「リルン[｢kariruU］（動)枯れる。植物が枯れる。ム「トウンー|ガ｢リ［ｍｕ｢tuU19a｢ri］（名）

根元から枯れること、ともいう。

「キー1ヌドゥカ「リラー［｢kixlnuduka｢riraz］（木が枯れた)、ア「ミー1ヌツ｢パブナ｢タ

ン-1ティンカ｢ルヌー[?a｢ｍｉｌｎｕｐ｢p,alna｢tan-1tiUka｢runux](雨が降らなくても枯れ

ない)。

カルン［karuU］（動）刈る。稲を刈る。「ムンー１カン｢ナー［｢muU~lkan｢nex］（麦を刈り

に～)、「アーー’カン｢ナー[｢?ax可kan｢nox］（粟を刈りに～)、「キュブヤー「オーッキン

カイ-1サリヤー「ム１－「カンナーッー|ティドゥ「アイプラー［｢kjuljoz「?oXkkiUkai

-1sarijax「ｍｕｌＹ「kannaxtltidu「?ailraX](今日は天気もよいので､麦刈りにとあるくと

ころだ。麦刈りに行こうとしているところだ)。

カン｢ピュー[kam｢pjux］（名）かんびょう（干瓢)、大根をむいて乾燥させたもの。イモ(芋）

のかんびょうも作った。いものかんびょうは、これを粉にしてお粥にして食した。ヤ「

シューヌハンマイテヒプテイー「カン－１ピューン「ヌーサナホイダンナッー'ティ
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ヤー[ja｢juZnuhammaitegj1tiX「kamlpjuXn「nuXsanahoidannatltij9x］（飢饅の飯

米として、カンピョーもたくさん食べたよ)。

｢キー[｢kix］（名)木、樹木。「カー-1キー[｢kazlkix］（桑の木)、ガ｢ジョー'一ネーヌキー[9ａ

「d3olxnexnukiz］（がじまるの木、椿樹)、ク｢ルキ[ku｢ruki］（こくたん、黒檀)、「フンプキ

［｢のuU1ki］（ふくぎ、福木)、「ズープキ［｢dzuxlki］（でいご)、マツ「ツ［mat｢tsu］

（松)、シ｢－チBi｢xtli］（そてつ、蘇鉄）などがある。

｢キー'ウイ［｢kix1ui］（名)きゅうり(胡瓜)。「キー~1ウイヤーク「ヌグルドゥヘーブリナッ

テイヤー［｢kjuxlrijaku｢nuguruduhex-1rinattijex］（胡瓜はこの頃《最近》になって入っ

たよ）「キー1ウイヤーク「ヌグルドゥヘープリラー［｢kixluijaku｢nuguruduhex-1

rirax］（胡瓜は最近入ったよ)。

｢キー－１ヌア｢（［｢kixlnu？a｢ba］（連）「木の脂」の義。やに（脂）のこと。マ｢ツブヌア

「（［ｍａ｢tsu~lnu2a｢ba］（松の脂、松やに)。

｢キーブヌ「カー[｢kixlnu「kax］（連）「木の皮｣の義。樹皮のこと。「タイヌカー[｢tainu

kax］（竹の皮）

｢キー－１ヌパンタ｢二[｢kix1nupanta｢了］（連）「木の先端｣の義、梢のこと。「キー－１ヌ「パ

ンタープナガ｢ラブシヌドウツ「カー|リー｢チョツー|夕［｢kix-1nu「pantax1na9a｢ral

Iinudukrka-lrix｢tlotlta］（梢にカラス止っている）上｢カー１リラ_[９９｢kalrira:］（止って

いる）

｢キー~|ユッ｢シェー1ノレア「トゥ［｢kixljuI｢lelru？a｢tu］（連）「木を切った跡」の義。切

り株の意。

キ｢ク［k』｢ku］（名）キク（菊)、キ｢クプヌハ｢ナ［k』｢kulnuha｢､a］（菊の花）

｢キヤンギー[｢kjaUgix］（名)槇の木。建築用材として重宝された。特に飾り柱、床柱用材と

して用いられた。各家の屋敷に好んで植樹され、大切に育樹された。

｢キンダイクニ［｢kindaikuni］（名）「黄大根」の義。人参のこと。

クッ｢チュ［k9t｢tlu］（名）唐辛子。香辛料として各家の庭先きや、屋敷裏の菜園などに植え

ていた。クッ「チュプヤカ「ラブサダ｢ル［kVt｢tIu-1jeka｢ralsada｢ru］（唐辛子は辛い）

ク｢ブ[ku｢bu］（名）こんぶ(昆布)。ク「ブブヤー「デージッブティーン｢マーブンドゥ「ラー

［ku｢buljex「dexd3it-lt'ｉｍ｢maxlndu｢rax］（昆布は大変おいしいですよ)。ク「ブプヤー

ン｢マブサンドゥ「ラー［kurbu1jexm｢malsandu｢raz］（昆布はおいしいよ）

グ｢マ[9u｢ｍａ］（名）ごま（胡麻)、ゴマは昔から作っていた。グ｢マー'ンツ「く－１リドウ「ウ

ブタナツテイヤー［9u｢rnalUk｢k'u~lridu「?u-1tanatt，ijsx］（ゴマ《胡麻》も作って《栽培

して》いたよ）

(ﾌ)「〈ル[(の！)｢k，uru］（動)作る。こしらえる。栽培する。（ﾌ)「くプラヌ［(①9)｢k'u-lranu］（作
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らない)、（ﾌ)「くぅリッター[(①9)｢k'ulritt，ax］（作った)(ﾌ)「くプリダ｢ル[(の！)｢k，ulrida｢ru］

（作っている）（ﾌ)「くり［(①！)｢k,uri］（作れ)、（ﾌ)「く－１ルシトゥンドゥブ｢ラーヌ［(のV）

「k'u-1ruljtundubu｢raXnu］（作る人がいない）

ク｢ルキ［ku｢ruki］（名）くろき（黒木)、黒檀。琉球黒檀は三味線楽器の棹の材として重宝

されている。お嶽の森や屋敷内にも植えられた。

｢クヮープキ［｢kwaxlki］（名）桑、桑の木。桑樹。桑の実をナ｢ニチ［na｢nitli］という。子供

の頃真赤に熟した桑の実をよく側べた。桑は養蚕のために植えた。

｢グンボ［｢gumbo］（名)牛菩。ゴボウは耕土の深い所で栽培される。竹富は珊瑚礁の島なの

で牛菩は栽培されない｡石垣島より輸入してきた。「グンー'ボーヤーイ「ナ'シラドゥ「カ

イキプーツ「カイナーツプテイヤー［｢gum-lboxjax？i｢nalIiradu「kaiki-1xk｢k，ainaxt

ltijOx］（牛菩は石垣島より買って来て使っている)。

｢ゴーヤー［｢goxjex］（名）Ｉこがうり（苦瓜)、ツルレイシの別名。夏の乾期にも育つ。実は、

直径約５センチ、長さ約25センチの紡錘形が多い。未熟の果実は、全面に濃緑の瘤状の突

起に被われている。この果皮は苦いが、豆腐や魚肉、豚肉、葉菜類とチャンプルーにする

と美味である。

｢サ'イ［｢sa-1i］（名）芽ばえ。発芽。発芽すること。「サイドゥラー［｢saidurax］（芽生えて

いる)。

サ｢クプラ［s§｢ku1ra］（名）さくら（桜)、桜の木。昔桜を植樹したが根づかず、すべて枯れ

てしまった。

ザ｢クロ［dza｢kuro］（名）ざくろ（石榴)。観賞用に植えたが台風で枯れてしまった。

サ｢クン［sa｢kuO］（動）咲く。花が咲く、開く。ハ｢ナプヌドゥ「サシプター［ha｢na-1nudu

「saM~'tax］（花が咲いた)。ハ｢ナヨヤ「サー１－ヌン［ha｢na1jarsa-lXnuU］（花は咲かな

い)、ハ｢ナプヌドゥ「サブイ「ラー[ha｢nalnudu「sali｢raz］（花が咲いている)、ハ｢ナブヌ

「サイルバショ１－ア「ミー|ヌドゥッ「プー［ha｢nalnu「sairubalo-1x？a｢milnudup

「puz］（花が咲く時は雨が降る)、ツパ｢ヌ［pp'a｢､u～①p，a｢nu］（降らない）ツ「ピ1ラー[p「

ｐ，ilrax～①｢pi-1rax］（降っている)。

サッ｢プ'マイ［sap｢p，u1mai］（名）糎米。サッ「プブマイヤ「ヤー'サッ「く－１ラ｢ヌー［sap

「p，u1maijazrjaY1sak｢k,ulra｢nuz］（糧米は、たくさん作らない）

サ｢ヤ'マミ［sa｢ja1mami］（名）さやえんどう（英碗豆)、さやのま堂のえんどう。「エンドー

ともいう。サ｢ヤー'マミヤー「ナーー'ドゥッ「くり－１ナッティヤー[sa｢ja-1mamijoxrna訂

ｄｕ①｢k，urilnatt，ijex］（さやまめは、今が作っている、最近になって作るようになった)サ

「ヤプマミヤー「ナーブドウン「ジプナツテイヤー［sa｢jalmamijox「na訂ｄｕｎ｢d3i~１

nattijox］（サヤ豆は今が出るようになった、昔はなかった)、ム｢カー1シ「アイー|ルノー「
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ネーブナッター［ｍｕ｢kalli「?ai-1runox「nex-1nattax］（昔はあんなものはなかった）

｢サン－１ガナ［｢saU-1gana］（名）イモすり器。ブリキ板に、釘で穴をあけ、木ワクにはめてイ

モを摩り、デンプンを作るのに用いる器具｡ツ｢カランジッ’ティ「サン'ガナサーニドゥ

ツ｢スナツブテイヤー[k｢k'arand3it-lti「saU-19anasaxnidus｢sunat-1tijex］（力を出して、芋

摩器でする)、ツ｢カランジツブテイツ｢スイ［k｢k'arand3itlt，ｉｓ｢Sui］（力を出してす

れ）

｢シーカシヤー［｢lixkalax］（名）みかん（密柑）の一種。ヒラミレモン。酸味が強く、さしみ

にかけて食べるのに用いる。フ｢ニュー１－［①u｢nju1x］（九年母）ともいう。

｢シーソー［｢lixsox］（名）しそ（紫蘇)、しそは薬草として屋敷内に植えて栽培していた。た

いていの家には栽培されていた。「シ－１ソーヤー「ヤヒー'キナーダ「ダンテインビー

ドゥータナツー|ティヤー[｢lixlsoxjax「jaCj1kinaxda「dantimbixduxtanatlt，ijaZ]（シソは

屋敷などにも植えていたよ）

シ｢－チ［!i｢ztIi］（名）そてつ（蘇鉄)。シ｢－－'チヌクガニ［limtIinukug誼］（そてつの

実)、蘇鉄の実を割って中実を取り出し、乾燥してデンプンを作り、食用にした。味噌を作

るのにも用いた。

｢ジーマミ［｢d3ixmami］（名）落花生。「地豆」の義。竹富島ではあまり作らなかった。石垣

島あたりから買ってきた。

シ｢キ［19｢ki］（名）つき（月）。［krk'i］（月）ともいう。シ｢トゥッキ［19｢tukk'i］（ひと

月)、フ｢タッキ［①！｢takk，i］（ふた月)、「ミッキ［｢mikk'i］（み月)、「ユッキ［jukk，i］

（よ月)、イ｢チ1ヒキ[?i｢tlilQjki］（いつ月)、ナ｢ナッーlキ[na｢naklk'i］（なな月)、「ヤーッ

キ［｢jaxkk'i］（や月)、ク「ヌップキ［ku｢nuk-1k，i］（九月)、「トゥッキ［tukk，i］（と月)、
とつき

「トゥッキサーニファ－１ヤマ「リルン[｢tukk，isaxni①axljanla｢riruU］（十月で子供

は生れる）

シ｢夕［13｢t'a］（名）舌。

シた二[19t'註］（名）下、下方。

シ｢ビー1ラＵｉ｢bi1ra］（名）ねぎ（葱)。葉や白根をおつゆに入れて食する。

シ｢ミー|ダンコBi｢mi-1daUko］（名）「つゆくさ」に似た野草。みずみずしい茎を摘んで重しを

かけ、つぶして乾燥させて食した。

｢シャー［｢Iax］（名）茶。

ジヤ｢ガイ1モ[d3a｢gai1mo］（名)ジャガイモ(馬鈴薯)。ジヤ「ガイー|モーン「イナシヌイッ

チプバーラドウ「カイヒー’上「カイナーツ’テイヤー［d3a｢gai-1moxU「?inalinu？ittli

lbaxradurkai9ixlGjk｢k，aina:tltija:］（ジャガイモも石垣の市場から買ってきて使っ

た)。ジヤ「ガイプモヤー「ヤーー|サツ「くプリドウーツタラー[d3a｢gai~lmojax「jax1sak

rk'u7riduztt'araz］（ジャガイモはたくさん作っていた)。農協から種子の配布を受けて作っ
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ていた・

｢ションガ［｢loUga］（名）しようが（生姜)。薬草として自家用に栽培した。咳の薬として薬

効があるといわれている。香辛料としても用いられる。

「ヤヒキー1ナードゥ「〆－１ナドゥツ「くりシ1夕「ラー［｢jaGjki:1,a:ｄｕ「ｍｅ:１

ｎａｄｕｋ｢k，uritltarraz］（屋敷内で、少しずつ作っておった）

｢シン［｢liU］（名）きび（黍)。粟のように黄色い実をつける。粟ほどの高さで、いくつも穂

を出す。

｢スイカ［｢suike］（名）すいか（西瓜)、スイカは砂地を好むので、昔は砂士畑地を借りて栽

培していた。北海岸辺りは砂土地が多いので、そこにスイカを作った。

「スイブカン「ヤーー|サツ「くブリドゥッタラッティヤーム｢カー|シェー［｢Sui~１kａｎ「ｊａｒ

ｌｓａｋ｢k,u-1riduttaratt'ijozmu｢kallex］（スイカもたくさん作っていたよ、昔は）

｢ズー-1キ［｢dzux-1ki］（名）でいご（梯梧)、沖縄の県花。４，５月頃に緋紅色の花を咲かせ

る。木質は軟かく、漆器の材として用いられる。
～

ス｢ナイ［su｢nai］（名）野菜の味噌和え。韮え物。チ｢ノリャニ[tli｢norjax］（春ののげし）の

新芽を摘んで味噌和えにして食した。

ス｢ヌプル［su｢nulru］（名）スヌイ。海草の一種。海底の砂地で自生している。

ス｢ブプミ［su｢bulmi］（動）しぼむ（萎み)、ハ｢ナプヌドゥ「スブミラー［ha｢nalnudu

「subumirax］（花が萎んだ）

ス｢ブル［su｢buru］（名）ひょうたん（瓢箪)。果実を完熟させて、中をくり抜き、柄杓にし

たり、穀類などをすくうのに用いる。

ス｢ムン［su｢muU］（動）つむ（摘む)。芽を摘む。茎を摘む。「ティー－１サーニス「ミ［｢tix

￣1saxnisu｢ｍｉ］（手で摘みなさい)、「ムッシヤー１－［｢muIlijalx］（むしり取れ）ともいう。

「ティープサーニ「ムッシヤ１－［｢tix-1saxni「muIlija-lx］（手でむしり取れ）

ス｢ル［su｢ru］（名）つる（蔓)。

｢スンヌツキ[｢sunnukk，i］（名)うらじろ。うらじろ科のしだ類。葉の大きなもので、芯をとっ

て食べた。竹富島の御嶽あたりにたくさん自生している。野生の植物。法事には、その芯

を摘んできて精進料理に用いる。「スン1ヌフ｢キ［｢sunlnu①！｢ki］ともいう。

｢タープンム［｢tax-1mmu］（名）たいも（田芋)、「夕一ブンムヤーツ「くブラ｢ナーッリ［｢ｔａｚ

ｌｍｍｕｊａｋ｢k，u~Ira｢naxtlta］（田芋は作らなかった）

｢夕－１イ［｢ta-li］（名）たけ（竹)。竹はあまり生えていない。

｢ダイプキョー［｢dai-lkjox］（名）らっきょう（辣韮)。「ダイー|キョーン「ヤープサツ「くブリ

ドゥウタナッティヤー[｢dai7kjoxn「jaxlsak｢ku~Iridu？utanatt'ijax］（らっきょうも

たくさん作っていた）

｢ダイブク｢二［｢dai7ku｢ni］（名）大根、大根のはしりは「ミヤシゲ」という品種であった。
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昔は大根をよく作って、そのはしりは石垣島の市場に出された。終戦後の一時期までは栽

培されていた。

｢タイヌファー［｢tainu①az］（名）たけのこ（竹の子)。

ダ｢ベラ［da｢bera］（名）へちま（糸瓜)、果実は、直径約５センチ、長さ約30センチの円柱

状。若い果実は食用に利用され、完熟したものは繊維を「あかすり」などに用いる。味噌

汁に入れてよく食べた。美味である。沖縄本島では「ナーベラー」という。

夕｢マブネギ[ta｢ma-1negi］（名)たまねぎ。新しく標準語から借用された語。玉ねぎは作らな

い。北海道あたりから輸入された。

夕｢マー1ネギヤ「ジエンジエー|ンツ「く~|ラ｢ナーツブター［ta｢malne9ijard3end3e-10k

「k'u-1ra｢naxt-lt'ax］（玉ねぎは全然作らなかった）

ダ｢リ’ラー[da｢ri-lrax］（名)しおれる(萎る)。アシ「ツァー'ルヌヤリティドゥダ｢リ１ラー

にat｢tsalrunujaritiduda｢ri-1rax］（暑いのでしおれている）

｢タン'グ［｢taU19u］（名）すすきを編んで作った炭俵。老人たちが内職で作った。朝起きし

て作っていた。すすきは利用価値が高かった。

チ｢ノリヤニ[tji｢norjar］（名)はるののげし。年中繁茂していた。夏場になると、その新芽を

摘んできて味噌和えにして食した。翌え物にして食した。夏は青野菜が少いので、チノ

リャニを野菜代用に利用した。酢のもの（ス｢ナイ［su｢nai］韮えもの）にして食した。

｢シカ［｢kka］（数)、稲や麦などの株を数える数詞。シ｢トゥッカ［1J｢tukk'a］（一株、一つ

か)、フ｢タッカ［①！｢takk，a］（二株、二つか）

シ｢サ[s｢sa](名)草｡シ｢サプヌドゥ「ムイプラ［s｢salnudu「muilra](草が生えている）シ

「サー|ヌドゥ「ムイ１ドゥラー［s｢salnudu「muildurax］（草が生えている）

ﾂ｢サー|リルン［s｢salriruU］（動）くされる。ム｢ヌ’ヌドゥツ｢サー１リラ－［ｍｕ｢nu-1nudus

「salrirax］（ものが腐れた)、ツ｢サ１－「ファールヌー[s｢salrix「①azrunux］（腐れて食

べられない)、ツ｢サブル｢ヌ［Ｓ｢sa-lru｢nu］（腐れない）ツ｢サブリネヌ「チョッー1夕一［s｢sa

1rinenu｢tloxt-1tax］（腐ってしまった)、ツ｢サ１リドゥラー[s｢sa1ridurax］（腐れている)、ツ

「サー1リユーノーヤイ「ルナ[s｢sa~lrijumoxja？i｢runa］（腐れたものは入れるな)、ツ｢サプ

リラー「ファールヌー［s｢sa-lrirax「①axrunu］（腐れたら食べられない)、ツ｢サー|リドゥ

リーヤ「ホーナ［s｢salridurixjarhoxna］（腐れているから食べるな)、ツ｢サーＵラン

「ホーン［s｢sa1riraU「hozU］（腐れても食べる)、ム「シンカー'シーツ｢サ’リスニヤッター

シ｢ティレー［ｍｕ｢liUkallixs｢salrisunijatt，ａｘＩｉ｢tirex］（もしか腐れたら捨てなさい）

ツシ｢ラ［lli｢ra］（名）砂糖きび。ツシ｢ラ１ドゥツ「くり-1ラー［lli｢ra-lduk｢k，uri1rax］（砂

糖黍をつくっている。栽培している）

ツ｢プン［p｢p'uU］（動）雨などが降る。ツ｢パヌ［p｢p'anu～①！｢panu］（降らない)、ア「ミー'ヌ
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ﾄﾞｩﾌｯ｢ﾋﾟﾌﾟﾗｰ[?a｢milnudu卯p｢pi-lrax](雨が降っている)､ｱ｢ﾐﾌﾟﾇﾌ｢プッ

リーハ｢ラヌ[?a｢mi-lnu①！｢putlt'ａｘｈａ｢ranu］（雨が降ったら行かない)、ア「ミプヌ

「プッリードゥン｢ビルンテーブラ_［?a｢milnu「p'ut-1taxdum｢biruntex~Irax］（雨が

降ったので植る)、「ハイブサツ｢ピ［｢hailsap｢p'i］（早く降れ）

｢テーシー［｢texIix］（名)野いちご。野生のいちご。原野や畑の畦などに自生していた。母親

たちがイモ掘りの帰りに、畑のお土産としてよく持ち帰って子供たちに与えた。「テープ

シェー「マ１－シタン｢チョッブター［｢teX1Iex「mo7xtt，an｢tlot1t，ax］（野いちごはおいし

かったよ)、「テーー|シャン｢マ'サタン｢チョッ’夕一［｢tex~'lijem｢ma1satan｢tlotltax］

（野毎はおいしかった)、「テーー'シヤ「マー１－シ「タン[｢tex1Iija「me1xt｢t'an］（蓮はおい

しかった）

｢トウヌクイ［｢tunukui］（名）茅葺き家の壁を、すすきを網代にし、茅を中にはさんで葺い

た壁。暴風のときは、風の吹き当たる側の壁にトゥヌクイをどっと立てた。雨と風で茅が

膨脹して、壁そのものが頑丈になった。「ヤーヌー1クイ［｢jaxnu1kui］（家の壁)の外側から、

「トゥヌクイでかこい、暴風対策をした。茅葺き屋根は網をかぶせて暴風対策をした。

トウ｢プシ[tu｢buli］（名）「とぼし｣の義。枯れた松の木の根を削って灯火用としたもの。マ

「ツプケラヌトゥ「ブシ［ｍａ｢tsulkeranutu｢buIi］（松の削りくずで作った灯火）

卜｢マトー［to｢matox］（名）トマト。なす科の１年草。食用。在来のトマトは、実が赤黄色

で、大きさも直径２センチほどの球型である。味も甘味は少ない。新しい品種は大型の実

をつけ、味も甘味が多い。

｢ナー-1ヌ・｢パー［｢naxlnu-rpax］（連）「菜の葉」の義。なつば（菜っ葉)。「ナーブヌ・｢パー

￣|ヌドゥ「ムイプラー［｢naxlnu-｢paxlnudu「mui7rax］（菜っ葉が生えている）

ナ｢スピ[na｢subi］（名）なす(茄子)。ナ｢スブビンヤ｢サイッブティアイッティツ「くうリ

ドゥ「ウッブタナッテイヤー［na｢sulbinja｢sait-1t，ｉ？aitt，ｉｋ｢k'ulridur?ut7t，

anatt，ijex］（ナスも野菜として作っていたよ）

ナ｢ニチ[na｢nitli］（名）桑の実。真赤に熟すると美味である。子供の頃よく桑の木に登って

ナ｢ニチ［na｢nitli］をとって食べた。ナ｢ニー'チヌドゥ「アンネー’ナ「叩ラー［na｢ni-1

tlinudu「?annelna｢rilrax］（桑の実がたくさん実っているよ）

｢ナルン［｢naruU］（動）実がなる（生る)。「ミーヌドゥー１ナ「りぅラー［｢mixnudu7na｢ri

-1rax］（果物の実がなっている）

｢ニー[rnix］（名)根、植物の根。栄養を吸収するところ。根もと、もとになるところ。「キー

-1ヌ「ニー[｢kixlnu「nix］（木の根)、「マイヌニー[｢mainunix］（稲の根)､｢二－1ヌ

ドゥフ｢カー1サー｢ル［｢nix~Inudu①u｢ka-1sax｢ru］（根が深い）
Ｏ

ヌ「ピプルン［nu｢bi7ruO］（動）伸びる、成長する。「ｳﾉﾚｲｰ｜シーッティーッ｢サプヌパー
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ヌヌ「ビプルヌー[｢2uruilIixttixs｢sa~Inupaxnunu｢bi-1runux］（潤いがして、草の葉が

伸びる、成長する）

ヌ｢ル［nu｢ru］（名）こけ（苔)。岩のり。ヌ「ルムイプドゥラ_［nu｢rumui1durax］（こ

けが生えているよ)。

｢ハーマミ［｢haxmami］（名）あずき（小豆)、「赤豆」の義。まめ科一年草。実は赤黒色で、

大豆の約1/2の大きさになる。「ハーマミドゥプン「ビッター|ラー［｢haxmamidu-1m｢bitt，

a1rax］（あずきを植えた)。

｢パー［｢pax］（名）は（葉)、はっぱ。「キーブヌ「パー［「「kixlnu「Pax］（木の葉)、「パー

-1ヌドゥウ｢ティー1ラー［rpax-1nudu？u｢tilrax］（葉が落ちる）「パーヌドゥプア｢カー’

アカーナ「リ１ヒティーウ｢ティ１ラー［｢paznudu-12a｢kax-lakaxna｢ri-lCitix2u｢til

rax］（句）葉が赤くなって落ちている。紅葉して落葉している。

｢パイ[｢pai］（名）「針｣の義。とげ(刺)のこと。「パイプヌドゥシ｢タティプラー[｢Pai-1nUdU

lj｢tati~lraX］（針が刺した、とげに刺された)。

（｢夕［ba｢ta］（名）わた（綿)。今はこの島では全く栽培しない。「木綿」の意にも用いる。

ウ「ドゥプヌ（｢夕［?u｢dulnuba｢ta］（布団の綿）

ハ｢ナ［ha｢、］（名）はな（花)。

ハ｢ナ1ヌドゥ「サイラー［ha｢nalnudursairax］（花が咲いた)。

｢ピー|ヤ｢シ［｢pi-1ja｢li］（名）ひはっ。香辛料として使用される。胡椒の一種。石垣に這うよ

うに繁茂する。蔓が細長く伸び、直径約１センチ、長さ約５センチの円錐形の実をつける。

香ばしい。年中収穫できる。

「ピー|ヤシヤー力「ブシャダルー［｢pi-1jaIijexka｢bujadarux］（上はつは香ばしい)､「ピ’

ヤシヤー「グツブくナードウ「パー~|シエ｢ルー［｢piljalijexr9uk-1k，unaxdu「pax7ler

ruz］（ひはつは石垣に這わしてある）

ビ｢ラ［bi｢ra］（名）にら（韮)。薬用として栽培していた。おつゆに入れて食した。

｢ピ'ン［｢pi1U］（名）にんにく（舘、大蒜)、種取祭に用いるので大大的に栽培していた。

「ピンプナヤー夕「ナー１ドゥイヌー「サプー「ナッタイー|シティ「ヤー’サツ「く－１リ

ドウタ｢ラー［rpinlnajeXta｢na-lduinuXrsa~l：「nattailljtirjaY1sak｢k，uri-ldutta「

rax］（にんにくは種取祭の供物になっているから、たくさん作っていた)、種取祭の第１日

目は、「ピ１ン［rpi~|U］の願いを行なう。これを（「叩ビル［ba｢ri~lbiru］の願いという。

後の日は、ムイムイ［｢muimui］（もやし）の願いという。

｢フイン［｢のuiU］（名）きび（黍）の一種。高さの高いもの。

｢プー［｢pUX］（名）穂。「マイヌプー［｢mainUPUX］（米の穂、稲の穂、稲穂)、「プープヌ

ドウン｢ジー1ラー[｢puxlnudun｢d3i~1rax］（穂が出た。稲穂が出た。麦の穂が出た)「ブイ

［｢pui］（豊年祭）のこと。
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｢プー'ムン[｢pux1muU］（名)大麦｡穂先のノゲが長く伸びている品種。「テープドゥン「ナー

ンプバー「プー'ムンナツ「<１リドゥッタラー［｢texUun「naxm7bax「puxlmunnak

「k,ulridutt，araz］（竹富にも大麦は作っておった)小麦は作っていなかった。後に改良品種

が導入されていた。

｢ブー「bux］（名）あさ（麻、苧麻)、「ブープダニ［｢buxldar］（麻糸か)、クレー「ブーダー

［kurex「buxldax］（これは麻糸か)、たて糸は芭蕉糸、よこ糸は麻糸を使った。各家庭で

作っていた。「ブープヤヤーナ｢－１ヤランツ「くブイドゥナッテイヤー[｢bux7jajexna

mjaraOk｢k'ulidunatt，ijex］（苧麻は今でも作っているよ。栽培しているよ）

フ｢シ［の！｢Ii］（名）ふし（節)、竹のふし、木のふし。

プ｢ツ［p9｢tsu］（名）よもぎ（蓬)。プ｢ツ'ヌパー［p9｢tsulnupax］（よもぎ葉）ともいう。

解熱剤として、汁に砂糖を少量混ぜて飲ませた。汁を搾った後の津は頭にすりつけた。

プ｢ツヌパー[p9｢tsu-1nupax］（名)よもぎ葉。プ｢ツプヌパーヤ「シン'ジーシーヌ「ウッ

ブトゥニ｢チプンサガリーケ｢ツアツーンー｜サ｢ガー'ルンティアシティ［p9｢tsu1

nupaxja「linld3ixlixnu｢fitltunitlinsa｢galri：ｋｅ｢tsuatsuXn-1sa｢galrunti？alj

ti］（よもぎ葉を煎じて飲むと熱も下がり、血圧も下がるといって…）熱さましとして、よ

もぎ葉をすって、それに砂糖を入れて飲ませた。

フ｢二１１－｢ヌ[のu｢nju-1z｢nu］（名)九年母、密柑の一種。フ｢ニュー１－ヌドゥ「アンジプナ

「リープシェー［①u｢njulxnudu「?and3i1na｢rix1lez］（九年母があんなにたくさん実っ

ているよ）

｢フン'キ［｢①uU1ki］（名)ふくぎ(福木)、屋敷の防風林として各家に植樹されており、建築

用材としても活用された。雌株には柿の実に似た実をつける。

ブンヌ｢ナイ［bunnu｢nai］（連）梅の実。竹富島には生えていない。観賞用に植えた家もあ

る。
のぎ

｢ボージヤプムン［｢boxd3a-1nluU］（名）麦の一種。穂先に長い「芒」があり、それに刺される

こともあった。竹富島では、この麦だけを作った。その後、改良種が導入された。改良品

種には長い「芒」はなかった。

｢マー１－シ｢タン［｢ma-lxt｢t，aO］（形）おいしかった。ン｢マブサ｢ネーナーップタ［ｍ｢ma-lsar

neznaxtlt，a］（おいしくなかった)、夕「グー丁ンン｢マブサナ｢ルン[ta｢dax~１ｍｍ｢me7sana

「ruO］（だんだんおいしくなる)、ア｢ニー'ヌンマサンシ「トゥンナファー－１サル｢ヌ［？

ａｍｎｕｍｍａｓａＵｌｊ｢tunnaX①aX1saru｢nu］（あまりにおいしいので､他人には食べさせ

られない)、「マ１－ツター「ネオプリヤー［｢melxtt'ａｘ「neo-1rijax］（おいしかったら召し

あがれ）
マイ

｢マー|イ［｢ma7i］（名)稲。「米｣の義。ムッ「チマイ［mut｢tl，irnai］（糯米)、サッ「プマイ［sap
ウルチ

「p，un1ai］（糧米）がある。

－１０４－

Hosei University Repository



マツ｢ツ[mat｢tsu］（名)松。現在はあまり生えていない。話者が小学生の頃には、島の北側

に松の並木がうっそうと茂っていたという。察温の植林政策で植樹されたものといわれて

いたという。

マ｢ミ［ｍａ｢ｍｉ］（名)豆、大豆。戦後は大豆を大量に作っていた。マ「ミ１ヤーヤメーヌ「－

サラツくり丁ドゥッタラー[ｍａ｢mi-1jezjamexnu｢xsarakk'uri-1dutt'arax](大豆はたくさ

ん作っていた)､マ「ミー|ヤーヤメー「ヤー1カジ「ヤーブサツ「くりブドゥッタラー[ｍａ

「miljexjamez「jaxlkad3i「jaz-lsak｢k，urildutt，arax］（大豆は、家ごとに）たくさん

作っていた）ともいう。大豆は換金作物でもあり、三度三度豆腐のおつゆをたべた。

マ｢ミ［ｍａ｢ｍｉ］（名）まめ（豆)、

マ「ミー1ドゥンベ｢ル[ｍａ｢mi-1dumbe｢ru］（豆を植えた)、「ハーマミ［｢hazmami］（あ

ずき《小豆》）などがある。

｢ミー[｢mix］（名)実。植物の実。果物。「ミーヌドゥプナ「リー1ラー[｢mixnudu-1na｢ri-lrax］

（実がなった)、ナ｢ニチ[na｢nitli］（桑の実)、フ｢ニュー[①u｢njux]、フ｢ニフ[①u｢ni①u］

（みかんの実）

｢ミー［｢mix］（名）芽。新芽。植物の芽。

「ミーヌドウー｜ン｢ジー|ラー［｢mixnuduln｢d3ilrax］（植物の新芽が出た）

｢ミシキャー［｢miljkja:］（名）イモ（甘藷）の種類。「三月もの」の義か。三ヶ月で完熟し、

収穫できる芋のこと。形は大きいが味がうすく、美味ではなかった。竹富島では早期収穫

可能なこの芋を主として植付けていた。

｢ミングル［｢miUguru］（名）きのこ（茸)。野生の茸。きくらげ（木茸）のこと。ミングル

は､法事などの供物の料理に用いられる｡桑の木の枯木の根っこに生えるものは美味であっ

た。「しいたけ（椎茸)」の一種。

｢ムイー1ラー［｢mui-Irax］（動）生えている。

シ｢サブヌドゥ「ムイー'ラー［s｢salnudu「mui1rax］（草が生えている)、シ｢サプン「ムー

ヌ[s｢salmrmuxnu］（草も生えない。萌えない)、シ｢サプヌドゥ「ムシー'夕一[s｢sa1nudu

「muM1ta:］（草が生えた）

ムッ｢チマイ［mut｢ｔｌ'imai］（名）糯米。ムッ「チマイドゥヤープサツ「くプレ｢ル［mut｢tr

imaidujarlsak｢k'ulre｢ru］（糯米をたくさん作った)、ツ「くブリダ｢ルー［krk，u丁ridar

rux］（作ってある）

ムッ｢チャ［mut｢tla］（名）もちあわ(糯粟)。「テー’ドゥン「ナープヤムッ｢チャードゥ’

フ｢クー1ル「ナーッー|テイヤー[｢texldun「nax-1jemut｢tlaxdu-1①Vk'ulru「natlt，ijex］

（竹富では糯粟を作っている）

ムッ「トウイ’ラー［mut｢tui-lrax］（動）植物がおい茂る。樹木が繁茂する。育つ。「キー'ヌ

ドゥムッ「トゥイプラー[｢kix-1nudumut｢tuilraz］（樹木が繁茂している。おい茂ってい
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ム「トウ［ｍｕ｢tu］（名）「もと」の義、幹のこと。「キー~|ヌム「トゥ［｢kix-lnumu｢tu］（木

の幹)、「キー－１ヌムトゥンドゥ「フー-1シャー｢ルー[｢kixlnumutundu「のuxllax｢ruz］

（木の幹が大きい）

｢ムン［｢muU］（名）むぎ（麦)。麦の総称。「ボージヤー|ムン［｢bozd3almuU］だけを竹富島

では作っていた。

｢ヤーヌー'クイ［｢jaxnu1kui］（連）家の壁。茅葺きの家の壁。すすきを網代にし、中に茅をは

さんで締めあげ、戸の形に作った壁。

ヤ｢サイ［ja｢Sai］（名）野菜。標準語からの借用語。「ナー'ヌ｢パー［｢naxlnu｢pax］（菜っ葉）

など｡ヤ｢サイブヌパードゥ「ホーナッティブヤー[ja｢sailnupaxdu「hoxnatt'i-1je］(野

菜の葉を食べる)、ヤ｢サイ１ヌパードゥ「ホーイッタル［ja｢sailnupaxdu「hoxitt，

aru］（野菜の葉を食べたい）

ヤ｢ラサナリプラー［ja｢rasanarilrax］（動）しなびる（萎びる)。「柔らかくなる」の義。体が

弱い、病弱である。「ヤファプラ｢サ[｢ja①a~lra｢sa］（やわらかい)。ヤ｢ファラサネヌ[ja「

のarasanenu］（やわらかくない)、ヤ｢ファラサダッリ｢ル[ja｢①arasadatlta｢ru］（やわら

かかった)、夕｢グー-1ン夕｢グー1ンヤ｢ラサナルン[ta｢daxlnta｢daxlnja｢rasanar‐

叩］（だんだんやわらかくなる)、

「ウヌー’ファーヤ「ヤーラサル'ニヌ[｢?unu-1①axja「jaxrasarurnu]（この子は体が弱

い）

｢ユイ［｢jui］（名）ゆり（百合)、「ユイヌハナrjuinuhana］（ゆりの花)、「ユイヌハ

ナプヌ「サイドゥラ［｢juinuhana-1nu「saidura］（百合の花が咲いている）

ユ｢ダ[ju｢de］（名）枝。木の枝。「キーブムトゥヌユ｢ダ［｢kix~1mutunuju｢de］（木の枝）

｢ユヒキ「juCiki］（名）すすき（薄)。秋になると、黄かっ色の、約30センチほどの長い穂花

を出す。これを利用して箒を作った。「ユヒブキ「クープシ[｢juC9~lkirku:11i］（すすきを

根こそぎ掘りおこしなさい)。「ユヒ’キクーシハ｢テ'イユ「ハウナーッリーム「

ヌッーlクイヤナ｢ラヌ［｢juQj-lkikuxliha｢te-liju「haunaXtlt，ａｘｍｕ｢nuklk，ｕｉｊａｎａ

「ranu］（すすきを掘りおこして畑を作らなければ作物はつくれない）

｢ン［｢?n］（名）いも。アシ「ゴン［?ak｢kolU］（｢赤いも」の義か）ともいう。ンン「ビレ

［2ｍｍ｢bire］（いもを植えなさい)、「ン1ヌク「ジ［｢?n-1nuku｢d3i］（いもくず、い

ものデンプン）

｢ン－１ヌク｢ジ［｢?n-1nuku｢d3i］（名）いもくず。いものデンプン。「ン－１ヌクジドウツ

「くルンー１テラ_［｢?nlnukud3iduk｢k，urun-lterax］（いもくずを作ろうとしている)、

「ン-1ヌクジドウツ「くリブダー［｢?nlnukud3iduk｢k'urildax］（いもくずを作ってい

るのか）「ン1ヌクジドウツ「くり１ラー［｢nlnukud3iduk｢k，uri~lrax］（いもくずを作って
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ン｢ビダル［ｍ｢bidaru］（動）植えた。ン｢ブヌ［ｍ｢bunu］（植えない)、ン｢ビレ［ｍ｢bire］

（植えよ)、ン「ビリーマ「シッスンプガ｢ラー[ｍ｢biltaxma｢lissuU-1ga｢rax］（植えたら

よいのになあ)、ｒｍ－ン「ビスニプヤッタ（｢ヌー|ンン「ビルン［｢ｗａｌｘｍ｢bisuni-1

jattaba｢nulmm｢biruU］（君が植えたら私も植える)、「メー１－ン｢ビッスンプガシュ

「バネーヌ［｢ｍｅｌｘｍ｢bissuO79alu｢banexnu］（もう植えたから心配ないよ)、ン｢ビー1ル

シトゥンドゥ「ブラーヌ［ｍ｢bilruljtundu「buramu］（植える人がいない）

｢ンミ’グンコニ［｢mmi1guUkOr］（名）ほおずき（酸漿)。夏に黄白色の花が咲く。ふろしき

包みのような袋状のがくの中に直径約５ミリほどの実ができる。女の子は、この実の中み

を出して口の中に含み、ググ、ググと鳴らして遊んだ。

｢ンブミドウラー［｢?mlmiduraz］（動)果物や植物の実が熟していることをいう。（｢シャプヌ

ナイヌドゥ「ン１ミラー［ba｢lalnunainudu「?mlmirax］（芭蕉の実が熟れている）
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